
七

八
菫
山
島
ゎ
異
国
船
来
着
唐
人
・
嘆
人
等
下
置
候
付
一
巻
帳

（

咸

豊

二

年

ー

四

年

）

一

四

九

八

号
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し
て
進
路
を
台
湾
へ
向
け
る
よ
う
船
員
た
ち
に
強
制
し
た
。
と
こ

せ
、
船
員
五
名
を
殺
害
、
船
長
を
溺
死
さ
せ
、

バ
ウ
ン
号
を
奪
取

き
落
と
し
た
た
め
、
遂
に
中
国
人
労
働
者
た
ち
は
不
満
を
爆
発
さ

て
冷
水
を
か
け
た
り
し
て
虐
待
し
た
外
、
瀕
死
の
病
人
を
海
へ
突

（
英
国
人
）
達
が
中
国
人
労
働
者
の
弁
髪
を
切
っ
た
り
、
裸
に
し

航
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ
向
っ
た
が
、
航
海
中
船
長
や
船
員

四
百
余
名
の
中
国
人
労
働
者
を
乗
せ
た
バ
ウ
ン
号
は
、
慶
門
を
出

ア
ヘ
ン
戦
争
(
-
八
四

0
ー
四
二
）

て
「
輸
出
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
苦
力
貿
易
に
従
事
す
る
欧

米
列
強
の
船
舶
が
琉
球
近
海
を
通
過
す
る
回
数
も
増
え
た
。
米
国

咸
豊
二
年
二
月
一
日

（
西
暦
一
八
五
二
年
三
月
二
十
一
日
）
、

籍
の
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ウ
ン
号
も
苦
力
貿
易
船
の
―
つ
で
あ
っ
た
。

大
量
の
苦
力
（
肉
体
労
働
者
）
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
そ
の
他
へ
向
け

八
年
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
金
鉱
山
の
発
見
を
契
機
に
、
清
国
か
ら

解

題

の
後
、
と
り
わ
け
一
八
四

の
は
、
中
国
人
労
働
者
の
上
陸
当
時
の
状
況
に
関
す
る
八
重
山
在

さ
て
、
第
一
の
部
類
に
属
す
る
文
書
の
内
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
ー4
 
3
 

は
ほ
ぼ
年
月
日
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

第
三
、
第
二
、
第
一
の
部
類
の
順
序
で
配
置
さ
れ
、
各
部
類
内
で

三
に
中
国
人
護
送
船
の
派
遣
を
め
ぐ
る
首
里
王
府
内
の
関
係
部
局

間
の
往
来
文
書
、
こ
れ
で
あ
る
。
実
際
の
文
書
構
成
に
お
い
て
は
、

役
々
）
あ
て
の
逗
留
中
国
人
取
り
扱
い
に
関
す
る
指
令
文
書
、
第

府
か
ら
八
重
山
現
地
の
役
人
（
使
者
・
在
番
・
筆
者
・
頭
以
下
の

ら
首
里
王
府
（
評
定
所
）
あ
て
の
事
件
関
連
の
報
告
及
び
逗
留
中

国
人
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
指
示
伺
い
の
文
書
、
第
二
に
首
里
王

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
八
重
山
現
地
の
役
人
た
ち
か

信
者
を
基
準
と
し
て
分
類
す
れ
ば
、
本
文
書
類
は
三
つ
の
部
類
に

る
琉
球
側
の
最
も
詳
細
な
記
録
の
集
成
と
し
て
、
本
文
書
類
（
一

四
九
八
号
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
文
書
の
発
信
者
と
受

東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
を
揺
る
が
せ
た
バ
ウ
ン
号
事
件
に
関
す

は
こ
の
バ
ウ
ン
号
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
っ
て
逗
留
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
琉
球
王
国

礁
、
多
数
の
中
国
人
労
働
者
が
上
陸
し
、
そ
の
後
一
年
半
余
に
わ

ろ
が
同
年
四
月
八
日
、
バ
ウ
ン
号
は
石
垣
島
崎
枝
村
の
沖
合
で
座



ら
派
遣
さ
れ
た
英
国
船
二
隻
が
相
次
い
で
石
垣
島
に
来
着
し
、
富

崎
の
仮
小
屋
近
辺
に
威
嚇
射
撃
を
加
え
、

三
月
二
十
三
日
ま
で
の

③
同
年
三
月
十
六
日
と
十
八
日
に
、
慶
門
駐
在
の
英
米
領
事
か

が
出
た
の
で
棺
桶
に
入
れ
て
埋
葬
し
た
こ
と
。

し
、
医
者
を
派
遣
し
て
病
人
を
治
療
さ
せ
た
が
、
二
人
の
死
亡
者

仮
小
屋
を
建
設
し
て
二
月
二
十
七
日
に
中
国
人
ら
を
そ
こ
へ
移

が
行
政
官
庁
か
ら
遠
く
不
便
な
こ
と
を
考
慮
し
、
富
崎
に
新
し
く

②
現
地
の
役
人
た
ち
は
中
国
人
ら
を
収
容
し
た
赤
崎
の
仮
小
屋

暮
れ
て
、
現
地
の
役
人
に
援
助
を
申
し
入
れ
た
こ
と
。

た
ま
ま
慶
門
へ
引
き
返
し
た
の
で
、
残
留
中
国
人
た
ち
は
途
方
に

は
三
八

0
名
の
中
国
人
と
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
を
石
垣
島
に
残
し

国
人
八
名
は
離
礁
し
た
バ
ウ
ン
号
へ
帰
り
、
ま
も
な
く
バ
ウ
ン
号

の
役
人
た
ち
は
赤
崎
に
仮
小
屋
を
造
っ
て
収
容
し
た
が
、
翌
日
異

続
い
て
二
十
二
日
に
は
九
名
の
異
国
人
が
上
陸
し
た
の
で
、
現
地

ン
号
か
ら
、
伝
馬
船
（
渡
し
船
）

で
多
数
の
中
国
人
が
上
陸
し
、

①
子
年
二
月
十
九
日
、
石
垣
島
崎
枝
村
沖
合
で
座
礁
し
た
バ
ウ

同
年
三
月
二
十
七
日
付
、
同
年
四
月
十
二
日
付
の
報
告
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
報
告
を
総
合
す
れ
ば
、
次
の
状
況
が
浮
び
上
が
る
。

番
・
筆
者
ら
の
子
年
（
咸
豊
二
年
1
1

一
八
五
二
年
）
三
月
四
日
付
、

中
国
人
の
希
望
通
り
護
送
す
る
こ
と
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な

て
生
計
の
た
め
に
出
国
し
た
ま
で
の
こ
と
で
、
異
国
船
の
通
事
の

い
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
同
情
的
な
対
応
を
示
し
て

国
人
捕
獲
の
た
め
に
来
着
し
た
異
国
船
の
通
事
か
ら
、
こ
こ
に
逗

国
へ
護
送
し
な
い
よ
う
に
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

様
子
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
中
国
人
ど
も
は
異
国
人
に
買
い
取
ら
れ

言
い
分
は
事
実
で
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
状
況
を
検
討
の
上
、

留
し
て
い
る
中
国
人
ど
も
は
暴
動
を
起
こ
し
た
極
悪
人
だ
か
ら
中

い
る
。
た
と
え
ば
、
同
年
四
月
十
七
日
付
の
報
告
に
よ
れ
ば
「
中

首
里
王
府
へ
報
告
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
逗
留
中
国
人
の
取
り
扱

子
と
し
て
、
事
件
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
情
報
や
状
況
を
遂

八
重
山
現
地
の
役
人
た
ち
は
以
上
の
よ
う
な
事
件
の
経
過
を
骨

捕
獲
作
戦
を
展
開
、
数
十
名
を
逮
捕
し
て
引
き
上
げ
た
こ
と
。

日
ま
で
の
一
週
間
、
武
装
米
兵
百
名
余
が
連
日
の
よ
う
に
中
国
人

④
二
週
間
後
に
今
度
は
米
国
船
が
来
着
、

四
月
四
日
か
ら
十

の
中
国
人
を
逮
捕
し
て
連
行
し
た
こ
と
。

メ
リ
カ
人
を
「
救
出
」
し
二
人
の
中
国
人
を
射
殺
し
た
外
、
若
干

人
の
捕
獲
作
戦
を
連
日
の
よ
う
に
展
開
、
そ
の
過
程
で
一
人
の
ア

一
週
間
、
武
装
し
て
上
陸
し
た
英
国
兵
が
山
野
へ
逃
走
し
た
中
国

342 
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松
島
親
方
ら
の
八
重
山
渡
航
に
当
た
っ
て
、
評
定
所
か
ら
次
の

か
ら
の
指
示
を
待
つ
よ
う
説
得
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

を
御
使
者
と
し
て
八
重
山
へ
派
遣
し
、
逗
留
中
国
人
た
ち
に
清
国

船
派
遣
の
準
備
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
松
島
親
方
ら

貢
正
副
使
を
通
じ
て
清
国
の
指
示
を
仰
ぐ
事
と
し
、
そ
の
間
護
送

の
帰
国
要
求
が
強
ま
る
の
に
伴
な
っ
て
、
首
里
王
府
は
一
方
で
進

合
に
は
、
異
国
人
共
に
中
国
人
を
残
ら
ず
逮
捕
さ
せ
る
よ
う
協
力

雲
上
か
ら
の
指
令
）
と
指
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
後
異
国
船

が
中
国
人
逮
捕
の
た
め
に
来
着
す
る
様
子
も
な
く
、
逗
留
中
国
人

承
知
す
れ
ば
証
文
を
と
っ
て
お
く
よ
う
に
」
（
子
四
月
、
川
平
親

し
、
逮
捕
を
免
れ
た
中
国
人
は
護
送
す
る
か
ど
う
か
相
談
し
て
、

受
け
取
る
や
、
方
針
を
転
換
し
て
「
異
国
船
が
再
度
来
着
し
た
場

う
に
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
情
報
を

獲
作
戦
を
展
開
し
た
上
、
英
米
人
か
ら
中
国
人
を
護
送
し
な
い
よ

方
針
で
あ
っ
た
。
が
、
第
二
、

三
報
で
米
英
の
戦
艦
が
中
国
人
捕

初
、
逗
留
中
国
人
た
ち
に
船
舶
を
与
え
て
帰
国
さ
せ
る
か
、
琉
球

側
が
護
送
船
を
派
遣
し
て
石
垣
島
か
ら
直
接
福
州
へ
送
り
届
け
る

八
重
山
現
地
か
ら
の
第
一
報
を
受
け
取
っ
た
首
里
王
府
は
、
当

い
か
」
と
提
案
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

内
部
で
は
護
送
船
の
派
遣
を
含
む
対
処
方
針
を
巡
っ
て
関
係
部
局

間
の
協
議
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
関
係
部
局
間

の
往
来
文
書
は
本
文
書
類
の
前
半
部
分
を
占
め
る
。
こ
の
第
三
の

部
類
に
属
す
る
文
書
の
な
か
で
論
議
さ
れ
た
問
題
の
―
つ
に
、
当

八
重
山
現
地
か
ら
事
件
の
報
告
を
受
取
っ
て
以
来
、
首
里
王
府

王
府
は
大
い
に
困
惑
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

国
人
労
働
者
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
首
里

清
国
だ
け
で
な
く
英
米
と
も
か
か
わ
り
の
あ
る
バ
ウ
ン
号
の
中

で
、
成
行
き
に
ま
か
せ
る
こ
と
」
（
子
九
月
十
五
日
付
口
達
）
。

せ
ば
、
異
国
人
の
非
難
を
受
け
て
後
難
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の

て
、
異
国
船
来
着
の
場
合
に
は
、
中
国
人
を
守
護
す
る
態
度
を
示

る
は
ず
だ
か
ら
、
中
国
人
を
丁
重
に
取
り
扱
う
こ
と
、

さ
れ
ば
と

に
。
③
中
国
人
帰
国
の
際
に
は
事
の
成
行
き
を
詳
し
く
訊
問
さ
れ

ぐ
た
め
護
送
を
延
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
事
情
を
説
明
し

て
説
得
す
る
よ
う
に
。
②
清
国
か
ら
兵
船
を
派
遣
す
る
動
き
が
あ

れ
ば
、
停
止
を
嘆
願
す
る
よ
う
進
貢
使
に
言
い
含
め
て
あ
る
け
れ

ど
も
、
万
一
の
場
合
に
は
接
待
そ
の
他
に
手
抜
か
り
が
な
い
よ
う

を
要
求
し
て
断
食
さ
え
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
清
国
の
指
示
を
仰

よ
う
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
—
ー
ー
「
①
中
国
人
た
ち
は
護
送

343 



人
の
来
襲
等
は
、
と
り
わ
け
現
地
の
八
重
山
に
大
き
な
経
済
的
負

一
年
半
余
に
わ
た
る
多
数
の
中
国
人
の
逗
留
、
度
重
な
る
異
国

利
用
す
る
こ
と
は
必
要
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

難
に
直
面
し
て
い
た
首
里
王
府
に
と
っ
て
も
、
護
送
船
を
貿
易
に

さ
れ
、
清
国
側
の
指
示
を
待
っ
て
翌
年
（
丑
11

一
八
五
三
）
九
月

首
里
王
府
内
の
方
針
転
換
に
よ
っ
て
護
送
船
の
派
遣
は
一
時
中
止

い
と
い
う
意
向
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
首
里
王
府
は
消
極
的
な

初
、
護
送
船
に
ど
れ
だ
け
の
昆
布
を
積
込
む
か
と
い
う
問
題
が

重
ね
て
琉
球
側
の
要
請
を
認
め
さ
せ
て
い
る
。
在
番
所
（
薩
摩
側
）

で
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
昆
布
を
積
込
ん
で
貿
易
利
潤
を
挙
げ
た

態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

に
派
遣
さ
れ
た
際
に
は
規
定
通
り
昆
布
を
積
込
ん
で
い
る
。
財
政

（
子
四
月
十
七
日
付
）
と
要
請
し
、
繰
り
返
し
在
番
所
と
協
議
を

す
か
ら
、
産
物
方
の
昆
布
も
積
込
み
を
見
合
わ
せ
て
頂
き
た
い
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
蔵
方
の
昆
布
積
込
み
も
取
り
や
め
た
こ
と
で

含
む
多
人
数
を
運
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
特
別
の
事
情

と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
護
送
船
の
場
合
は
異
国
人
を

渋
を
極
め
て
い
る
の
で
、
昆
布
の
取
引
な
ど
で
幾
分
補
助
し
た
い

あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
琉
球
側
は
「
現
在
、
財
政
が
難

（
西
里

喜
行
）

国
の
対
応
」
（
『
中
国
・
琉
球
交
流
史
』
所
収
）
等
が
あ
る
。

そ
の
歴
史
と
文
化
』
所
収
）
、
徐
恭
生
「
バ
ウ
ン
号
事
件
と
琉
球

貿
易
船
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ウ
ン
号
の
八
重
山
漂
着
事
件
」
（
『
南
島
ー

巻
七
な
ど
が
あ
る
。
研
究
論
文
に
は
、
平
和
彦
「
ア
メ
リ
カ
苦
力

な
ど
が
あ
り
、
中
国
側
の
史
料
に
は

『
竺
壽
弁
夷
務
始
末
』
咸
豊
朝

書
類
の
外
に
、
『
歴
代
宝
案
』
第
二
集
（
巻
一
九
ニ
ー
一
九
六
）

な
お
、
バ
ウ
ン
号
事
件
に
関
す
る
琉
球
側
の
史
料
に
は
、
本
文

る
と
い
え
よ
う
。

て
、
中
琉
交
流
史
の
研
究
に
も
貴
重
な
基
礎
史
料
を
提
供
し
て
い

向
や
現
地
島
民
と
の
交
流
を
示
す
豊
富
な
史
料
も
含
ま
れ
て
い

担
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
加
え
て
事
態
処
理
の
為
に
王
府

か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
使
者
の
一
行
も
重
荷
と
な
っ
た
よ
う
で
、

「
使
者
役
々
の
従
者
ど
も
が
売
り
物
を
持
参
し
て
商
売
を
や
り
、

本
文
書
類
に
は
バ
ウ
ン
号
事
件
を
巡
る
琉
球
側
の
対
応
を
示
す

文
書
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
逗
留
中
国
人
の
動

月
二
十
一
日
付
）
と
い
う
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

島
民
を
苦
し
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
締
ま
る
こ
と
」

（
丑
五
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